
　　　　

2025 年 1 月 25 日

9 時 30 分から 11 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

・ハロウィン、クリスマス会、誕生日会等、季節を感じられる体験
・適宜、習字や季節の製作

家族支援

・家族からの困りごとや悩みに対しての相談援助
・子どもの発達上のニーズについての気づきの促しとその後の支援
・家族の休息、リフレッシュ

移行支援

・具体的な移行や将来的な移行を見据えた子どもの発達の評価・支援
・具体的な移行先の調整
・併行利用先との子どもの状態や支援内容の共有

地域支援・地域連携

・保育園や児童発達支援事業所、相談支援事業所に様子を報告するな
ど情報共有し、密な連携を図る
・虐待が疑われる場合には、児童相談所や子ども家庭センターとの情報連携

職員の質の向上

・法定研修(コンプライアンス、マナー・接遇、虐待防止、ハラスメン
ト、感染症予防、人権)
・ケース検討会・各モニタリング　等

支　援　内　容

・日々の療育の中で心と体の健康維持・増進に努める。健康状態の常なるチェックを行い、「靴を揃える」「手を洗う」「荷物を片付ける」等の基本的な生活スキルの向上を目指す。
・健康の増進（ストレッチ、運動遊び、ダンス、リトミック等）
・自立支援と日常生活の充実のための活動（挨拶・基本的日常動作の訓練）

運動遊びにより心身を成長させる
・姿勢保持や上肢・下肢の運動・動作の改善。・視覚、聴覚、触覚、嗅覚、固有覚、前庭覚などの感覚活動・つかむ・支える・滑る等の要素を取り入れた遊具遊びの提供
・ストレッチ、ラジオ体操、軽い運動・バランスボールでの姿勢保持
・季節の製作や折り紙等を通して、指先トレーニング・音楽に合わせて体を動かす遊びや運動

本
人
支
援

室内、戸外で積極的に運動遊びを取り入れる。
・数の認知、空間認知、自己能力の認知の助けになる運動遊び。外部環境を主に視覚・聴覚・触覚から認知し、状況に応じた行動をコントロールすることで日常生活にも役立つことが期待
される。また、書字能力や識字能力、日常の生活動作の向上も期待できる。

・遊びの中で、絵カード等も用い、具体的な事物と言葉の意味を結び付け、語彙力の向上や自発的な発声を促す。
・絵本の読み聞かせやしりとり、八百屋の手遊び等を積極的に取り入れ、体系的な言葉の習得や他者との意思伝達が円滑にできるよう支援を行う。
・一人ひとりの特性に合わせ、個別の支援計画に基づき、言語的・非言語的なコミュニケーションを獲得するための支援を行う。

・職員や友達と一緒に行う遊びや活動を通して他者との関わりの経験をつむ。・集団参加への支援
・製作活動等を通じて「やり遂げた」「できた！」という達成感を味わう。・模倣行動への支援
・アタッチメントの形成（スキンシップ遊び等）・自己理解とコントロールのための支援（絵本や紙芝居等での共感の練習、集団活動での気持ちのコントロール等）
・一人遊びから協同遊びへの支援（鬼ごっこなど役割のある遊び・ルールのある遊び）・感覚運動遊びから象徴遊びへの支援（見立て遊びやごっこ遊び・レクリエーション等）

支援方針

好きな事や得意な事をどんどんと伸ばしていける環境づくりを心がけています。
好きな事を見つけることができるよう、様々な経験ができる工夫もしていきます。
「やってみようかな」という思いがわくような関わりを心がけ、子どもたち一人ひとりの可能性を深め、広げていきます。やる気や自信が芽生えるよう関わっていきます。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念
「できた！」を増やして自信に繋げていきます。好きな事や得意な事を深め、子どもたちの可能性を伸ばしていきます。新しい事にも挑戦し、好きを見つけるサポートをします。
子どもたち一人ひとりの【自立】に向けたサポートを行います。
保護者・子どもたち・職員みんなが安心して過ごせる居場所づくりをします。

事業所名 エブリースマイル　児童発達支援 作成日支援プログラム


